






　第 5陣は医師 4名，歯科医師 2名，薬剤師 2名，看護師 5名，学生 1名，事務 1名で構成され，3月 31







































































































































　3 年間のアメリカ留学から帰国して 2011 年の 1
月より昭和大学でお世話になっている．その前は神
奈川の病院に 7年間勤務していたため大学病院勤務
は 10 年ぶりということになる．10 年のブランクは
大きく仕事に慣れるのに精一杯の毎日だった．そん
なときに東北地方太平洋沖地震が発生した．誕生日






















































　We are all very deeply sorry to hear about the 
tragedy that has hit Japan.  Our thoughts and 
prayers are with you and we very much hope 
you, your family and loved ones are safe and well.















4名，歯科医師 2名，薬剤師 2名，看護師 5名，事











































































































































































































































































































































































　私は，第 5 陣医療救援隊の隊員として，3 月 31
日 16 時に山田南小学校に到着し，第 4陣医療救援


































　第 5陣医療救援隊は，4月 15 日に昭和大学医療
救援隊の活動終了にむけて医療を必要とする患者を
地元の医療へつなげる活動が使命に挙がっていた．

























































































　5 陣の活動期間は移動日を含む 3/31 ～ 4/5 でし
た．津波とその後の火災で瓦礫と化した街並み．倒
壊した家々，堤防．家の上に残る漁船．津波が運ん
だ泥が乾き，土埃が舞う空．その中を瓦礫撤去して
いる自衛隊員．しかし，海を眺めると何事もなかっ
たかのようにカモメ（ウミネコ？）が飛ぶ風景．想
像を絶する風景に思考回路が停止したことを昨日の
ことのように覚えています．
　しかし，拠点に到着し一変，現地での事務の多種
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多様な仕事に回路が回復．活動内容は上記に記載い
たしましたが，私以外の医師，歯科医師，看護師，
薬剤師，学生の 14 名が，医療救援活動に集中でき
るよう，よく言えば，「縁の下の力持ち」的な役割
を果たしたつもりですが，隊員にも恵まれ，何度も
助けられました．
　今回のことで，2点印象に残ったことを報告いた
します．
　1点目，フジテレビ「スーパーニュース」取材班
（以下，取材班）との取材日程・時間・方法等の調
整の件です．出発以前から大学本部より 5陣の看護
師に密着取材を行う旨の指示は受けておりました．
できる限り協力していきたいとは考えておりました
が，取材班が我々の目的である医療行為への妨げに
ならぬよう，また被災者へ過剰な取材は行わぬよう
配慮すべく交渉いたしました．結果，5陣と取材班
側での見解の相違により，取材は 2日目で打ち切り
となりましたが，異業種との交渉について，いい経
験をさせていただきました．
　2点目，医療救援隊のこととは直接関係ない話で
す．
　4月 3 日（日）は，地域で火葬・葬式が行われる
との話を聞きました．その日，私は拠点・山田南小
から山田病院へ向かう際，倒壊したマンションの土
台の上で喪服を来た家族数名を見かけました．葬式
の帰りでしょうか．土台に花を手向ける方，合掌す
る子ども，土台を名残惜しそうに手で摩る方，それ
ぞれの様子を遠めで見るうち，我々医療救援隊が
去った後も，この地で，お亡くなりになった方を葬
送することで初めて復興へ歩んでいけるのだな，と
考えると胸が締めつけられる思いでした．
　最後に，医療救援にふさわしい言葉ではないかも
しれませんが，このような機会を下さった方々に感
謝しております．どの医療救援隊も全員が「自分た
ちの隊が一番良かった」と言うと思います．それだ
けの経験をさせていただきました．今後，同様の天
災，震災が起きないことを祈りますが，仮にその時
がやってきた場合，また参加するつもりです．
　今日も帰りの電車で被災にあわれた方々に，いま
何が必要か考えてみます．
薬学部 5年
荻原　純奈
　＜活動内容＞
　・必要物品の準備（医薬品，薬袋の補充）
　・予診，薬袋作成，ピッキング，服薬説明
　・カルテ整理，集計
　・山田高校で行った講演会に参加（お薬の話を一
度だけさせて頂きました）
　＜活動を終えての感想＞
　第 5陣医療救援隊の一員として，山田町にて医療
活動をさせて頂きました．第 5陣は学生が私だけで
あり，免許も知識もない学生が行って何の役に立つ
のだろうかと，不安に感じていました．せめて他の
方々に迷惑だけはかけないよう，今の自分にできる
事を積極的に行う事と，明るさを失わない事だけは
必ず守ろうと心に決めて，現地に向かいました．
　山田町にある南小学校に向かう途中，津波で家が
崩壊している光景が目に留まりました．テレビで何
度も見ていたはずなのに，実際目にすると言葉が出
てきませんでした．現実でなければいいのにと何度
も思いました．また，復興するには一体どのくらい
の月日が必要なのか私には想像できませんでした．
　今回，3日間巡回に同行させて頂きました．避難
所では先生が診察を開始すると，次々に避難者の
方々が集まってきました．薬がなくなるから追加で
ほしい，血圧を測ってほしいという方がほとんど
だったように思います．服薬指導する際，私が特に
注意したことは薬効を患者さんに理解してもらうこ
とです．医薬品不足のため前回と同じ薬を出せない
ことが多かったので，同一成分で商品名が違う薬に
変わることや，薬効の分類自体が変わることも少な
くありませんでした．先生が十分に説明してくだ
さっていましたが，念のため私からも薬の名前が前
回と違いますが同じく血圧を下げる薬ですなどと，
ざっくりとわかりやすい説明を心掛けました．薬の
種類が増えてしまうと，薬効がわからなくなってし
まう方もいましたので，必要に応じて薬効を薬袋に
記載するようにしました．服薬説明をする度に避難
者の方からお礼の言葉を頂いたのですが，嬉しい気
持ちと申し訳ない気持ちがありました．自分に出来
ることは精一杯やってきましたが，果たしてそれが
避難所の方々の役に立ったのかどうか，正直なとこ
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ろ私にはわかりません．また，4日間という短い期
間の活動でしたので，避難所の方々を長期的にみる
ことができなかった事が少し残念です．
　今回の活動を通して，チーム医療の重要性を更に
実感することができました．また災害時では医薬品
の在庫が限られるので，代替薬を瞬時に判断するた
めの豊富な知識が必要だと今まで以上に思いまし
た．今回救援隊の一員として，先生方と活動できた
ことはとても貴重な経験だと思います．また，この
経験を今後に活かしていきたいと考えます．
　最後に，今回お世話になった方々にこの場をお借
りしてお礼を申し上げるとともに，被災地の一日も
早い復興を祈念いたします．
